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研究成果の概要 

近年の大規模で複雑な深層学習の成功を契機に汎化性能の再考が活発化しており、特に、過

剰パラメータ(訓練データ数より多くのパラメータ)を持つ大規模モデルが積極的に解析されるように

なった。本研究では、過剰パラメータ線形回帰の理論解析をベイズ推論の枠組みで行った。先行

研究において、良性過学習の達成にはデータのスペクトル情報が重要であると指摘されていたこと

を踏まえ、我々はデータのスペクトル情報を陽に利用した経験ベイズ推定法を提案し、その予測誤

差が 0へ収束することを示した。また、先行研究がデータに課していた分布の仮定を緩和し、不確

実性推定も可能にした。我々が用いるベイズ理論は、柔軟なモデルに対応しやすいだけでなく、

特徴量の性質に強く頼らないためデータの仮定は少なく抑えられるという利点を持っている。さら

に、提案したベイズ手法は、予測精度の保証に加えて不確実性の評価も可能であるため、実用性

の面でも優れている。 
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